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第２四半期連結業績予想と実績値との差異及び 
通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2023 年８月 10 日に公表いたしました 2024 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と本日

公表の実績値との間に差異が生じましたので、お知らせいたします。 また、最近の業績動向を踏

まえ、2024 年３月期通期の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．2024 年３月期 第２四半期連結累計期間 業績予想と実績値との差異 

(１) 第２四半期連結累計期間 業績予想と実績値との差異（2023 年 4 月 1 日～2023 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 7,720 40 200 100 10.96 

実績値（B） 7,864 322 473 301 33.08 

増減額（B－A） 144 282 273 201  

増減率（％） 1.9 707.1 136.9 201.0  

（ご参考） 
前期第 2 四半期実績 
（2023 年 3 月期 
第 2 四半期） 

8,581 708 869 649 71.23 

(２) 差異の理由 

 売上高につきましては、第２四半期連結会計期間に、電気自動車向けのインバーター用部品を量

産する金型や設備、光通信用部品の製造機器やその付属部品等の販売が増加しました。比較的収益

性の高い製品の売上が想定を上回ったほか、経費の削減に努めた結果、営業利益が前回発表予想を

上回ることとなりました。これに伴い、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益も前回発表

予想を上回る結果となりました。 



 
 
２．2024 年３月期 通期連結業績予想の修正 

(１) 通期連結業績予想の修正（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 16,350 510 690 500 54.81 

今回修正予想（B） 16,350 680 850 470 51.52 

増減額（B－A） 0 170 160 △30  

増減率（％） 0.0 33.3 23.2 △6.0  

（ご参考）前期実績 
（2023 年 3 月期） 

16,282 1,390 1,606 1,082 118.64 

(２) 修正の理由 

 売上高につきましては、自動車関連製品は、電気自動車向けを中心に堅調な需要が続く見通しで

す。光通信関連製品については、データセンター向けの引き合いが増加傾向にありますが、光通信

インフラ関連の投資は依然として勢いがありません。こうしたことを鑑み、通期連結売上高は

16,350 百万円とし、前回発表予想を据え置くことといたしました。損益面では、プロダクトミッ

クスの関係で原価率が上半期より若干上昇すると見込んでいます。販売費及び一般管理費について

は引き続き削減に努め、営業利益は前回発表予想と比べて 170 百万円上回る 680 百万円、経常利

益は 160 百万円上回る 850 百万円にそれぞれ修正することといたしました。また、中国の子会社、

大連精工技研有限公司で実施している人員合理化に係る一時的なコスト 110 百万円を特別損失に

計上し、親会社株主に帰属する当期純利益の見通しは、前回発表予想を 30 百万円下回る 470 百万

円に修正いたします。 
 なお、当期の配当金につきましては、2023 年５月 12 日に公表いたしました１株当たり 55 円の

予想から変更はありません。 
 

※ 予想に関する留意事項 
上記の予想につきましては、本資料の発表日現在において得られた入手可能な情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって

予想数値と異なる可能性があります。 
 

以 上 


